
カラマツ苗の茨色徽病的

K.ITδand Y. HけS，\K，\: Gray molds of ]apanese larch 
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古住弐

義 行制

春店主干の際に公シトの }b?を Jâ，:に仮植してそのま1. }jiJ:.世した場合などに，地/ÛT泣くの針葉が茨色

Jコ菌糸で蔽われ J)~ しく腐敗するととは側めて fli:辺に沼れられる。とれはひとり併に仮航した11i

に限るものではなく，搭極床及び1ぷ者H~にも往々発生しp 時にはその被併が軽視し得ない持ん

きなととがある。

拝者~1;は数年来との現象を観察し，とれはみ〈色{抜高片昆j Botrytis cinerea PEl(~.に lt1 るもの

であるととを5:11った。 本lliîによるカラマツ )17の被守は， 著者等の調査したjl(ß間内でも，北海

道及び本州各J也にわたっていて甚だ芹油に認められるのであるが，我が国で、(二従来この事につ

L 、て述べたものは沢川(1950) の短械をのぞいて内ど無いようである。 B. cinerea は品作物

を促す1iD{めて多犯'1"1，の病問 rïîで) fir'J スギ7J{をも位す事実については師に著者等によって詳細|に

報台された (f州事及び保坂 1951) 。

本報交;は符布主宰が行ったカラマツ 711{の Botrytis T有に関する観察及び二， 57 の実験中:iftf~を

述べたものである。 f，'，jtこピ一例ではあるが， 型(1りな B. cinerea とはや1. '1;1:'['[ を+~にする

Botrytis sp. がカラマツ苛に寄生する事を )'11ったので， とれについては B. cinerea とよじ践

した事I'fJ:I~ をfi[λせ I1己すことにした。

もとより B. cinerea に関する研究械貯は l勺外ともに移しい数にのぼり，今11i:f平身等が新に

全図するものはダff どカl~いのであるがp た Y ヱド I~iがカラマツ苗を侵し，被抗:も H主として軽微でな

いととを地ぺるのが本報交の主な l三 1 (I'~である。

この実験を行うに当 1) l'l'I!:な採集~~~ì2ドを五与され[1.つ絡始懇切な助言と激励をいたピいた保

枝1''r'[1長今関六也氏及び!lj{図作成に lIJJ :J J された r1 1 川道夫氏に深く謝立を去する。

カラマツ苗の Botrytis l~M 

;平行~'!fが訓査したカラマツ fill-の Botr:ytis 閣についてその数(Sii] を第 1 去に掲げる。

切釜淵分場長・農学博士 ;代元保?笹川和j病第一研究室員
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第 1 夫 カラマツ iIの í30trytis I~;Î 

(Gray molds of Larix-seedlings) 

j]'r (怜 f 五 集 士山 | 収集 'r:. y:j 収集者 間 名Date of 
Age of s号edling Locality 

collection Collector Fungus 

3 半生 崇手県a_ 加Pj山村 July '48 K. h'� B_ cinerea 
3-year-old s巴edL I Kem1wama, 1wate PreL 

2 年 515 | a福ch島i，県Fu原kノ町 Oct. '49 H_ hlAZElζI Botγytis sp_ 
2-year-old seedL ', Haranomachi , Fukllshima Pref_ 

" 孔f東eg京urmo，「ITJたo区kyo May '50 K. 1'1可。 B. cine向。

3o4lドd ヨ二 I 11 " 
1, " 3-year-old se号d1.

2o年ld Jlf 先苦手県1w中;I1去やPir July '50 " " 2ヴ ear-01Q seeヨL Aisari , 1wat� Pref. 

" 
M東e京日tlí 口!:!~~区 May '51 I " '1 

g、lro， To~\:yo 

11 Ko北to海ni道，H界d似d町aido Aug_ '51 11 " 
/ Tes北hi海ka道gョ弟，子Ho筏k町kaido " " 

11 

当年当t 山梨県Y日野春村 OcL '51 
K_ h'� & 

1.yearべ)ld seedL I Hinoharu, Yamanashi Pref. HOSAKλ 

3o年ld 生| 岐阜県竹!lfj(u村P June '52 K. 1'1'6 & 1, 
3-year-old seedL , Takehara, Gifll Pref. SIIIDUKA ¥YA 

trD 夫に示すようにカラマツ 7Jiの Botrytis ItÎはたピ一川を除き令部ウ'Pí rj (I'0な B. cinereσ 

で，その形態l工者 i何'-:;f'j (1. c.) がさきにスギflrc-1、めたものと /lîJーである。

本実験に使川したI![;j株を第2 夫に示す。

;:r~ 2 Jミイ!I.: ,tA; I J1Î 株

CCuLures of Botrytis used in the experiments) 

菌ji，j.;1Ií'号 ï'有名
Stock No. I Fungus 

、
ナ
ナ

t
 

Q
U
 

O
 

I
 

τ
A
 

寄 採集 f山
Locality 

j宗集年月日
Date of 
collection 

分間t yJJR 
Source of 
isolation 

Bot-B者|か

スギ
Cryρtomeria 

1, 
秋[11 1!た船岡村

茨JIi~県陥7以下j

Feb. 2 '50 分生1)包 F
Conidium 

Bot-N:' B. ci日erea

Feb. 24 '50 " 
Bot-I " 

カラマ γ

Larix 東京l'i/í í=!;，1，\区 May 13 '三O F 

Bot-J I Botrytis sp. 11 福山fリ込町(ノ 11可 Oct. 16 '49 菌|安
Sclerotium 

, {)f)@jkび保坂 (1951). p. 5. 筑 2 表参照

カラマツ 71[の B. cinerω のう子生子tJIT，大型分生胞子，小型分生胞子及び、菌核は形状，大き

ともにスギ市の B. cinerea と全く同一で差は認められない(伊藤及び、保坂1. c.) 。

しかし Botrytis sp. はとれとや L 異札大型分生胞子は球形でその大きさも B. cinerea 

に比べてノj、であり p 叉菌接の大きさ及び排遣にも若干の芸が認められるが，ノj、型分生子梗及び

小型分生抱子は略々同一である (Text-figs. 1 , 2, 3) 。

馬鈴裳長天培養基に形成された大型分生胞子及び薗核のiJ!IJ定値を示せば第 3 表の通りであ

る。
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第 3 去 土庁養基上に形成された菌根及び、分生胞子の大きさ

(D絈ension of conidium and sclerotiurn produced on agar medium.) 

a. 大型分生胞子 (Macroconidiw11)

|長径|

|-叩!範 囲 i 平均値 l
Range Mean 
|μμ1 

6.4~19.2 10.47 土 0.23

菌税;
Stock 
No. 

菌名
Fungus 

測定数
Number 
m白sured

Bot-A汗| B. ci抗￠γea 100 

Bot-I B. cinerea 100 7.7~14.7 

5 . 8~ 9. 6 6. 92 士 0.09 6.81 士 0.09Bot-J Botrytis sp. 

b. rm妥 (Sc1erotiurn)

Bot-B長 lβ. Clnerea 

Bot-I B. cinerea 

Bot.J …sp. I 

六伊藤及び保坂 (1951).

100 

円
U

R
υ
 

短径
Width 

l 平均 M
Mean 

I 6.48 ヰ 0.08

;ff江I1H
Range 

μ 

5.0~9.0 

9.49 土 0.10 i 5.8~8.6 I 6.62 土 0.06

5.8~9.3 

立1ロ1 mm  
1. 0~12.0 ! 4.7 土 0.36

1~13 4.3 土 0.24

rn江1

1.0~5.0 
ロ1紅1

2.6土 0.10

50 1~7 2.6 土 0.10

0.4~2.0 1.1 土 0.11 0.9 オニ 0.0550 

即ちカラマツ苗の B. cinerea の大担分{I:_

胞子及び、 l主H妥はスギ苗の B. cinerea とその

大きさ形状は p-ft ど相等しい。しかし Botrytis

sp. の分生胞子は球形で大きさもまた小で、必

リ p 菌核の大きさは B. cinerea f乙比べて甚

しくノトである CPlates ll , 自 )c

病原菌の二，三生理生態的性質

1.培養基上の特徴

馬鈴事mu(_土庁芸基上に於けるカラマツt'，'jJ)

B. cinerea の菌叢夕立j桜の特徴はスギ7A

菌と全く Ili] じである。しかし Botrytis sp. 

はや L とれと具り，気 rlt立j糸の発育ね;少し

的絞は小形で多く若干生する。

0.4~1.8 

」旦→

。。

o 0 Q 

000  
o 0 

Text.fjg. 1. Conidiophores and conidia of 

Botrytis sp. on Larix.se邑dling
(カラマヅ官1の Botrytis sp.). 

j.jj鈴喜本天 20 0C に於ける菌設の発育と経過日数との関係はt(H支(去の 85'~- は直径 85

111m 以[-:を意味する)に示すように Botrytis sp. の発育は他に比べてや L 妓出であり，又 B.

cinerea はカラマツ前ーからの菌もスギ古からのiliî も発育の速度には所ど差が認められ左い。

l ， iJ-条1[1'下の大'ß~分生1包子の形成は第5 表 (37 1'0 に示すように Botrytis 叩.は他に比

して極めて平(， .\!J ;í;';~著寒天 20 0C に於て 3 日後には明かにとれを認めるがp 他のl:tîでは 7 日

後に形成された。
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Text-fig_ 2_ Botrytis cinerea and Botrytis sp. 0口 Larix seedling 
(カラマ γ前の B. ânerea 及び Botrytis sp. の分生胞子)

A, Conidia of B. cinerea produced on agar medium, 
B, Conidia of B. cinerea in abnormal form on agar medium, 
C, Conidia of Botrytis sp. produced on agar medium, 
D, Microconidiophores and microconidia of Botrytis sp. produced on agar medium, 
E, Microconidiophores and microconidia of B. cinerea produced on agar medium. 

2tH 表薗叢の発育と怪.iJlli.日数との関係 (20 0 C ， .UJwt-~~~lミアく)
(Diameter of the mycelial colonies of Botrytis on potato 

sucrose agar at 20oC.) 
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Botrytis sp. 

Bot-J 

m
m一ω
臼
的
刀

Bot-I 

mロ】

75 
85者

85焚

85* 
85去

B. cineγea 

I Bo凶|
mm  

63 
85ぷ

85長

85* 
85卦

Bot-A 

mm  

63 
85* 
85渓

85* 
85 持

経過日数、 菌名
Period ¥¥Fung s 

passed (day) -_ ~-~一

3
5
7
0
5
 

1
1

つ
4
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B 

Sections of sclerotium of Bctrytis sp. 

on Larix.seedling. 

(カラマヅ苗の Botrytis sp. の菌核r;Yîïliîl

A, Sclerotium on the host, 
B, Sclerotium produced 0口 a広ar medium. 

Text.fig. 3. 

立~5 炎 j三型分生11包子の形成と経過 LI 数との関係 (20 0 C ， .I.!J鈴若阜大)

(Relation between macroconidial production and lapsed 

period, on potato sucrose-ag訂 at 20oC.) 

大型分生胞子の形成
Production of macroconidium 

B. cinerea Botrytis sp. 

Bot-B Bot-I Bot-] 

ー「 十

Bot-A 

+ 

菌名
Fungus 経過

日数
Period 
passed (day) 

っ
，
ム
ηく
U
R
J
V

マJ
-
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菌核形成の遅速は第6 去に掲けるように各薗とも 1~~はなく， 7 日後にとれを認めた。 B.

cinerea の菌援はや L 大型， 1孔禁状を呈し，黒色で多くは孤立するのに対し Botrytzs 8p. 

の菌核は小形， rf昔緑黒色，多くは接着して多数砂成される。

第 6 表直核の形成と経過日数との関係 (20 0C ， ，I.!)鈴薯寒天)

(Relation between sclerotial production and lapsed period, 

on potato-sucrose agar at 20oC.) 

~， 菌名
経過し\\ Fungus| 
日数\

Period 
passed (day) 

3 

5 

4 

2. 菌叢の発育と温度

菌核の形成
Production of sclerotium 

B. cinerea I Botrytis sp. 

Bot-A Bot-B Bot-I Bot-J 

-~ 寸ー 十

B. cinerea 及び Botrytis 8p. について Petri líll.法にJ: 1) , .()}鈴著本天上の菌設の発7すと

i!fìl皮との関係を調べた 5 FI 徒及び、 7 日後の結果を示~:i-ば消 7 去の泊りである。但しm識の区住

は各菌株，各温度とも 4 í:':'iの千均である。

11~ 7 支 菌叢の発育と温度 (OC) との関係

CRelation between mycelial growth and temperature COC.)) 

菌株 菌設の 1直径 (mm) 

Stock 菌Fungu名S 
Diameter of colony (mm) 

No. 
170 I 100 1 10 200 250 310 I 370 

5 日後 (Aft巴r 5 days) 

Bot-A B. cinerea 。 85.0 85.0 10.0 。

Bot-J Botrytis sp. 。 o -: I 20.5 26. 己 77.0 42.0 。

7 日後(After 7 days) 

Bot-A B. ci抗Eγea 寸一 49.0 71.2 8".0発 8'.>.0長 B己 .0チ 34.0 。

Bot-J Botrytis sp. 十 十 ー「 36.0 12.0 82.6 60.6 。

註: 85.0特 ......85mm 以上

第 7去に見られるよう l亡 Botrytis 8p. は 25 0 C 附近を最泊とし， lOC に於ても佳かに生育

するが 37"C I吋さてはもはや発育しない。とれと B. ciner仰を比較してや1. )込る点は B.

cinerea は 200~250C を最適とするのに対して Botrytis sp. の 11止迎行iìi.l廷はや1. iì~î < , 又

31 0C に於ける発育は B. cinerea は茜だ不良で、あるのに対して Botrytis sp. はかなりよく

発育するととである。

3. 大型分生胞子の形成と温度

民鈴再選天に於ける大型分生胞子の形成と i山立との関係を調査した 20 日後の結果を第 8 表ー



カラマツ苗の灰色徽病菌 (伊藤・ (~H反) - 39 ー

に示す。

治 8 去 大型分生胞子ーの形成と iIii度 (OC) との関係

(Relation between ma部croc∞on凶1叫idωial proclu山1お芯抗tion and t匂emp戸erat凶ur陀e (OC)η) . 

口引引牛J[j宅九u一一Ji一宮i 司 o.
日 1 0 7" 100 ~ 1:J0 1 200 250 31 。

Bot.A B. cine1'e日 ..j... 寸一寸ー ト十ヤ ++ 

Bot.J Bot門Itis sp. 「 十 + i--ト+ +• 

指 8 夫に掲げるように大切!分生胞子は 25 0C ríf.H1iに於℃此もよく形成され，又 B. cinerca 

及び、 Botrytis sp. 両行111]1こ存しい{~はなし、

;.宇!{等(1. c.) はさきに B. cinerea I土防護人!とJ~.1二往々にして異常形のた割分生胞子を形成ー

する事実を述べたが，カラマツ市の B. cincrea に於てもしばしばとれが辺、められた。とれば

200C (こ於ては桁どは11'，されなカ aったが， 25 0 C では柿でなかった。

4. 菌棋の形成と温度

)，!Jili~~~日f-:;J~Áく上のï~j肢の I1ヲ f戊と ~1;iU立との関係をi1Mj査した 20 11 f'交の品川LはaB夫の泊りである。

リ(~ 9 :d<. iliî桜の形成と ill;!皮 ("C) との関係
(Relation betweヨn sc1erotial production ancl temperature (OC)). 

商 形 成菌杉!: ! 
。〉

Stock I 菌Fungu名s 
Sclerotial production 

No. l 。 7 。 100 150 200 25 。 31 

い β 一d l すー • 一戸 + 

Bot.J Botrytis sp. 十 •l- ト ード 主ー T 

よ139 火にノjミすように B. cinerea では約.20 0C 以，..でプこけ菌桜が形成されるのに対し，

Botrytis sp. ではこの純白H ;6只!U<'広< l O C を除き ~I{:í糸が発育する温度で I :ìMA しで、も菌絞の'11ラ

Jj北をみ740

5. 小型分生胞子の形成と温度

llJ鈴持忠夫に於けるノj 占;jシト生胞子の JIヨ JiX 士山!立との関係を 20 I1 後に ~J，'aft した結~~を示せば

第 10 去の;昌けである。

第 10 友 ノj、型分生胞子の形成と iÆU立 (OC) との関係
(Relation between microconiclial production and temperature (OC)). 

菌名
Fungus 

小型分生胞子の形成
主.1icroconidial production 菌株

Stock 
No. 

i 。 r 100 150 20 0 ♂ 31 ' 

+ I : 

~ Bot.A B. C口昭向。

Bot.J Botr)的 Sp.
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即ち B. cinerea は 20 0 ~31 oC Iこ於て p 又 Botrytis sp. では 25 0 C 及び、 31 0C で小型分

生胞子の形成が;沼、められる。

病徴

1. 1耐mtis cinereαiこ因る病徴

i也市iに i互いiH葉から1í1伴大上に向って仰される。針梨は友白色の1551糸で、蔽わ~L軟化防í& し， f/,f 

店、部には Botrytis 型分生子艇及び、う)-:'J:..胞子が~多しく形成される。掛着して仮植した苗では約

2長~I士五に接指しその上に良次色の}~ì糸がからまし甚しく 11次化腐敗しp 病7J{に僅少の動揺を

与えると分生胞子は煙状をなして飛散する。

当~F~Iミf!k苗はj重々立1'i [j病症状を呈するととがあり， 叉 2~3 年生占3i治宝過度iこ密生するとき

」旦L
Text-fig. 4_ Sclerotia of Botrytis sp. on the needles 

。.f Larix-seedling. 
(病針葉上に形成された Botrytis sp. の商l支)

0.5~ 1. 2 mm (Text-fig. 4) 。

接種試験

1.試験-l.

或は雑草が接:J'tする場合には苗の下

音防ゐら 2/3 以上も f之され， 僅少の動

指によって落葉する (Plates 1, 

II )ω 

2. Botrytis sp. に因る病徴

711iの校条が込み合って接触してい

る JJJ合に，地上約 20cm までの針

;!誌が集団[刊に荒遅延し， 'f合も葉フルイ

病の如く引h菓が落下する。

的針葉ーは部分的に緑色健全部を残

して黄変し，との部分に一部を針薬

事llJi:ii止に埋没した}自殺が露出して形成

される。f;6Ì板は針葉の表裏両面に形

成され球JIヨ乃玉桁円状を呈し大きさ

(a) 供試産î B. cinerea (Bot-I) , Botrytis sp. (Bot-J) 

(b) 1J出訂iT 鉢1'1['I したカラマツ 2 年~三dlA

( c) 接種方法馬鈴薯寒天に形成された分生胞子の浮俳液を常法によって1I立霧接加しp

ペルジヤ{で、蔽いrI'Jtの直射しない室内に置き p 比較区では胞子?宇治液の代りに茶、溜水を噴霧

した以外It;j去種区と同ーの取般いをした。又柏木鉢のニ[:肢には陥 n 撒水した。
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接種試験室内の気温在日iWl結果を第 11 去に示す。

年月日
Date 

v1lト 16-1951

万一 17ーか

かー 18- 11 

I! ー 19ーか

か -20ーケ

グ 21 ん

か 22- 'r 

第 11 表 接郡北験実施期liiJの気温 ("C)

(Maximum and minimruTI t駑peratur鶸 in the period 

that the inoculation experiment was made) 

l 年Fl日Date 

百ll-23-1951

r, -21ーか
万一25ーか I , 

I ) 32.7 
/f -26ーか I ) 

"ベ27- " 

Ir -28- Ir 

'1 -29- I! 

最高
Maximum 

33.1 

32.2 

(最低
Minimum 

! 27.1 

25.3 

32.2 

31.3 

27.1 

24.6 

21.2 

23.5 

22.2 

23.2 
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最甘
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一

24.8 
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28.1 
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25.4 

'73.7 

21.3 

(d) 試験結果 1951 年 8 月 16 n に接種し， 8 n 29 日(13 n 後〉の結果を示せば第

12 去の泊りでるる。

第 12 去 B. cinerea 及び Botrytis sp. のカラマツ苗に対する4~臨調食事lIiよl~

(Results of the inoculation experimen:: with B. cinerea 

and Botrytis sp. to the Larix-seedlings) 
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第 12 表から IIJJかなように B. cinerea は 11m僚な病原性を有しp 自然に観察されると同ーの

病徴及び槙微を呈した。叉 Botrytis sp. は B. cinerea Iこ比べて病原性はi此iHであるがp 忠弘
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1'，'11に球)1予でや L 小さく ， B. cinerea とは|リ]かに見る胞子の形成ーをみた。 Jrrq主間比q;'li:区には îl~

変は杢〈認められなかった。

2. 試験 2.

( a) 供向~i Botrytis sp. (Bot-J) 

(b) 1J~j武市 スギ，アカマツ，カラマツ及びヒノキ各 2/'1ミ生-III-で、鉢航したもの。

( c) 技師J;法 予め店鈴J持ゴ巳天に日-'fi..土庁長した I~Î設を 10mm .Lli..方に切りとし袋7く

と !~f乙~及び、小松J~:に接請させた。その後の11:XA及法!土試験一一1 と I"J-である。

(d) 試験結果 1950 /'1'-3 n 15 r 1 に接fiE を行い， 々の後約 2;l!4li¥J (3 n 30 FI) で

スギ 117にはi"ITiJ ， 'r:: らず!な微を J見わしたが，他の樹杭では l りjかでなかった。 40 FI 後(4 }j 24 rl) 

には病徴は側めて IIJl ffiそになり，カラマツ市が11之も ，~L: しく拘ìUI内しp スギ、 J!zぴアカマツは微弱であ

るが，ヒノキlViは全く f支されなかった。又比;1交区には全然病変が起とらなかった。

1M本rí-柑~実施WJli\Jの J若干青空内の気治[観iJliJ表 l土岐に箸 l;-:'!j; (1. c. p. 9) の報交に掲げてある

から行略する。

要結

(1) カラマツが Botrytis 凶に上って佼・されるととについて欧米諸-国で、は古くから j、11 ら

れており， Hl]¥ TUllm' (1888 , 1895) , WEfU (1912) 及び Tm， HOU'J'E-:¥ (1939) のí'ií J単な ;itz

台がある。しかし我が国では従来とのととに関して淵べられたものは殆ど無かった。

}干主;2与は数年来世it./ll を実地i刈査したとどろによると，カラマツ了J!万~ Botrytis iJ，jに位される

ととは極めて作jillに認められるもので， 7!?を滑にilii;II'[ した場介，古{が宿生した場合及び雑ltが

主!fï'tした場合手にはその被得が軽微でないととを)，11 り，若干の観察及び実験を行った。

(2) ;，年計等の ;Viãべた処によればp カブマツ 7iiを侵す Botrytis 蕗i は 7ifr' ど大多数が型(I'~な

B. cinerea の形態を呈 L，その生正Ilt生態(1'0'1生Tf もまた trX-等(1. c.) がさきにスギ IIII-のみ〈色

{般市JiL\;j として抜什したものと I ， d--であった。 しカミ L Q;'!(I句な B. cinerea と i訴すJ寸二ItJ:Z'lを J~~にす

る}引をた v一例ではあるが件ている。

との Botrytis sp. は病!日〔性lこ於て B. cinerea よりも微弱であるばかけでなく，形態に於

ても大型分生胞子の形状及び大きさ，菌根の大きさ等に少なからぬ差があし又菌糸の発育辿

度，発育に対する温度関係及び菌按の形成に対する温度の影響等の諸点に於てかなりの差が認

められる。

一般に B. cinerea とよばれている菌は， 1.、わゆる集合極 (Co lIective species) だと言う

立見もあり (GÄUMAN:K-DoDGE 1928, HAK~E]\ 及び SlIII'l' JI 1932, G r:.ovm; 及び DUAY'fOX

1939) ，上症の諸点からみてとれを B. cinerea とは別種にすべきものかp 又はとの変種とし

て取扱うべきものかp 或は B. cinerea group Iこ一括すべきかは各研究者によって異論があ
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るものと f汚えられる。しかしこ L ではか知学i'I'J検，Hl土行わやにた._. Botrytis sp. として沿く

ととにする。
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Explanation of Plates (1図版説明)

Plate 1 

A.-B. Larix-seedlings (3-year-old) attacked by Botrytis ci nerea 、]

(B. cinerea に位ーされたカラマツ 3 年生-~ú')

C. Larix-seedlings (2-year-old) attacked by Botrytis cinerea. く 1

(B. cinerea に f之されたカラマツ 2"1:生Wí)

Plah~ II 

A. Needles of Larix-seedling attacked by Botrytis cinerea. ノ、 6

(B. cinerea に?之さ i したカラマツ iYiの釘主む

B. Fruit-bodies of Botrytis cinerea produced on the needles of Larixｭ

seedling.χ3 

(カラマツ '1'''1'<])約H'J\~iこ JI三 )Jとされた B. cinerea J) [-:;;lミfイ()

C. Botrytis cinerea (Bot -1) isolated from Larix-seecUing O靖 pJtatoー己ucrose

agar at 20 o C , after 25 day8. パ 4/5

(カラマツ古から分間i した B. cinerea の菌議及びI副長)

D. Botrytis sp. (Bot-J) isolaほd from Larix-seedling on potato-sucrm:e agar 

at 20 o C , after 25 days. く 4/5

(カラマツ苗刀も分離した Botrytis sp. の菌叢及び1:m段j

Plate III 

lVIycelial colonies of Botrytis sp. (Bot-J) on potato-glucose agar at various 

temperatures. 

(Botrytis sp. の各il;l度 i乙於けるr~î叢の状況)

A. 1 cc.; B. 10"C.; C. 20oC.; D. 250C.; E. 30"C. 
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R白umé

In late spring to early autu,.'nn Japanese larch CLarix Kaemρ，feri SAUG.) seedｭ

lings are verγfrequently attacked by gray-mold fungi in almost all parts of 

Japan. 

According to the writ駻s' research the important causal fungus of the disease 

is the common gray-mold fungus, Botrytis cinerea PJi}f{R. , whose various characters 

are verγsimilar to the fungus cal1sing the snow molding of Cryptomeria seedｭ

lings ClT� & HOSAltA 1951). Another f l1ngus, Botrytis sp. , is rarely fOl1nd on 
Larix-seedlings. 

Between Botrytis cinerea and Botrytis sp. , there are some remarkable differ. 

ences in morphological and physiological charactcrs CPlate ll , C, D; Text-figs. 

1, 2). 

LAliORA'l'ORY 01' FORE゚'J' PA'J' HOLOGY , 
GOYERNMEN'J' FOREST EXPERIl¥IJ�N'J' S'J'ATION, 

MEGUH,O, TOKYO, Japan. 



カラマツ前の!火色街fri;菌 (伊藤・保i反)

Plate 

伊主主・保坂.カラマツ苗の灰色徽病菌
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伊藤・保坂:カラ -<t ''/苗の灰色徴病菌



カラマツ苗の灰色倣術的 ((1 1藤・保坂)

Plate m 

;] 

伊藤・保坂 カラマツ苗の)火色徽病菌


